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イ 家庭状況がよ 〈をく，知能程度の低いもの(A若手)...・H ・...….20名
ロ 普通の家庭状況で，知能程度の高いもの (冶:鉾 〉…一一一…・ ..10名
b 非行の在h生徒〈正常群〉
ハ 家庭状況がよくな<，知能程度の低いもの(a群)………....・H ・.20名




2 ) 親の死 ，月IJ居 ，離婚 p家出 ，服役等によって家族構成が破壊されてhる家庭。
また知能程度の低いものとは知能偏差値 5日以下， 知能程度の高いものとは知能偏差値 5日以上とす
る。
(2) 非行の事実 単独または集団で窃盗 ，暴力行為等を行在ったもの。
(司 対象生徒の学年 中学校2年生 ，3年生
(4) 対象生徒の抽出 研究協力校(中学校2校〉の学級担任教師による
抽出V亡当た!?，性別，年令，知能程度 ，学年 ，家庭状況 ，地域環境寄与につhて|司じようなものを
組合わせた。
2. 調査実方短期間
との研究の期聞は昭和 38年 4月より昭和 39年 1月までの間{吃計画実施し， まとめたものである。
3. 実施した検査
(1) 矢田部 ・ギJレア才ド性格検査(Y-Gテス ト)
生徒の性格を多角的総合的』ては題するととができ，問題生徒の発見会よび問題の検出 3更κ生活
指導 ・学習指噂に有力iZ手がかbを得られる検査であると認められている。との性格挽をは性絡特
性について 12の尺度が設けられ，各尺度は 10項目の質問事項からなDたち全部で 12日項目で
-4-
ある。結呆は尺度別の得点 を基単表κもとづいて機準点κ換算しフbフ ィールで表わす。
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S 社会的内向・・・・・……・ ・・ ・・・・めずかしがり.隠とん性 ， 社会的綾触~さける傾向
T 思考的内向・・・・・・・・目・冥完封的 ，反省的 ，自己叉は他人 を分析する傾向





I 劣号事!磁の強いと と ・・・・・・自信の欠乏 ，自己の過小評価 ，不 適応、!穫が強い
N 神経質・・・・・・・・・・・・・・・・・・心配位， 神経質 ，ノイロ ーゼ気味
0 客観的でないとと ・・・・・空想的，過敏住
Ag 愛煩のないとと・・…・・・・・・・攻唱量的 ，社会的活動性， {.且しとの除買が強すぎると社会的不適応に
な りやすL、
。。協調的でないとと・・・・・…・不満が多L川人を信用 しない性質
1 2尺度は因子分析の結果κもとづき ，D-Q情緒不安定性， Ag-R衝動性 ，G-T活動性 ，A-
S主導性 ，C-N社会成熟性 ，1-∞ 不満性 ，Rー で内省的の 7つの性格要因に分相されている。検
査の結呆それぞれの尺度κ得点が示され ，プロフィーJレに描 かれる。とのプロフ ィーノレの製から次のよ
うに判定されている。
① 平凡型く平均型>(A型)
平均的な状態を示ナ人で ，万事につけて平均的 ，調和的で適応的であるが ，積極的な診断は ぐだ しに
< < ，臨床心理学的には問題の少ないタ イフ・。
@ 右下タ型 (B型)
震も理~的人格の持主で ， 情繍拭安定し，社会的適応もよ< ，活動的で ，対人関係もうを〈い〈タ
イy・0
③ 左寄b型(c型〕
















































ヌ 不一致型 :両親の態度が一致せず，たとえば父親は拒否的であ t，母親は保語的であるとか，
あるいは母親が支配的であ !J，父親が服従的であるかで，子どもが両物出なった取タ扱いを受
けている殺の態度。




一也ンタ イルの目盛Dであらわしてある。つ"ItJ中心は 99パ--t:oン タイルであD周辺にすすむに従っ
て低いパーセンタイル得点となっている。 50パーセンタイノレが中心であるが ，それは典型的というの
ではな<，普通という意味である。中心(9 9パーセンタイル)K近いほどよいわけである。 20パー
センタ イル以下は危険地帯にはい!J ， 2 0から 40パーセンタイルまでは準危険地帯である。
ζ の調査に用いられたテス トは ，国研式親子関係診断テスト 〔児童 ・生徒用)でめる。
~. aFol査結果の処理
矢田部 ・ギノレフォド性格検査 ，親子関係診断テス トにj;'v>て無答:の問題項目陀ついては0点を配した。
そのほかは手引蓄による。
E 非行生徒の性格特性
非行生徒の性格特性を明らかにナるために ，調査対象の非行群 ・正常群に矢田部・ギルフォ ド性格検
交を行ない，その結果につhて検討する。
1. 類型別比車交について
非行群 -正常若手の類型別比較を示ナと表 1のとb りである。念公 ，各類型とそれに対応する性格型 ，
bよび類型の記号も示すととUてする。
表 1 類型別比較
》ぞき A(暫L普盟 ) B(調融40(義明筆)D(碍髄〕 E(禁物|計
非 A 8 3 2 4 6 I 20 
行 B 4 2 日 1 5 
5日
1 0 
正 a 1 0 5 1 ι 。 20 
常 b 2 4 2 2 。 30 1 0 









A A! A!' 
右下が b型 安 定 B B' BI/ 
積僅裂










両岩手で大差のない類型はA型(平凡型〕・ 8型(安定積極型)・ 0型 (安定消極無力型)である。 A











群、-----_ 。。 Ag 。 N I A G R 。 D T S 
手ド
A 60 67 60 59 62 57 55 64 64 55 52 59 
B 33 36 34 33 27 26 33 38 33 29 23 25 
行
①計 93 103 94 92 89 83 88 102 97 84 75 84 
a 64 53 65 54 59 62 もも 60 62 63 61 59 
正 トー 一一一
b 3 1 28 28 29 25 3 1 26 28 25 23 26 31 
常 ②計 95 81 93 83 84 93 92 88 87 86 87 90 




非行群t亡者しい特性は， Ag(攻撃的)， R tのんき)， C U!=I帰前傾向)， N (神経質〕であり ，
正常群の特性は ，T (思考的内向)， .A(服従的)である。
両群で差の少左いものとしては ，0 (主観的)， 00 (非協調的 )， D (抑うつ性大)左どである。と
れらの特性については非行生徒も非行化しない生徒もあま b変わbが左いととが考えられる。
(2) 家庭状況がよ〈なく，知能程度が低い生徒の事例について ，A群(非行群)， a若手(正常群)を比
較すると表 3VC示すとなbである。
表 3 Y- Gテス トκよる性格特性の順位
EZ々全 。。Ag 。 N I A 。 R 。 D T S 
A 群 60 
67 60 59 62 57 55 64 64 55 52 59 
⑤ ① ⑤ ① ④ @ ⑩ ② ② @I ⑫ ② 
君手 64 53 65 54 59 62 66 60 62 63 61 59 a ③ ⑫ ② ⑪ ⑦ ⑤ ① ③ ⑤ ④ ⑦ ⑦ 
標準点差 -4 1 4 -5 5 3 -5 -11 4 2 -8 -9 日
※数字は標準点， 0内はj順位を示ナ。
一?ー




表 4 Y-Oテス トκ辛子ける性格特性の順位
¥H芋¥¥R主¥要、 。 Ag 。 N G R 。 D T S 
B 群 33 36 34 33 2②7 4 l 26 33 38 33 29 : 23 25 @ ② ③ ④ ⑪ ③ ① ③ ③ ⑬ @ 
b 群 31 28 28 29 ιつ=ω  31 26 28 25 23 3 1 
① @ ⑤ @ ⑪ ① ③ @ ⑪ ⑫ ① 
ャー ーー
-31コ12 8 ι 4 2 7 1 0 8 6 
※ 数字は襟t終点，0内は順位を示ナ。
両群の標準点の差κょt>B群(非行群〉は ，R (のんき)， Ag( 攻撃的)， c (回帰性傾向). G 















った。 ととでは各性格特性問で積極面をもっ事例 ，消仮面を もっ事例の集Dを比較し ，両詳の性格特性
を事例κ よって明らかに しようと試みるのである。表 5 ば性格t侍性内の~例の集b を示した ものである。
- 10-
性格特性内の事例
苦手 標準d苛 D C I N 。。。 As G R T A s 
4 。 2 2 2 5 。 4 2 3 1 4 
(1.3) (0) (7) (つ (7) (10) (口) ( 13) ( 7) (10) (3) (13) 
7 7 2 日 。 4 7 4 12 11 10 手ド 2 
(24) (24) (7) (27) (20) (13) (3) (24) (13) (4日〉 (37) (33) 
5 1 13 22 9 12 11 17 ? B 10 11 ι 
(36) (43) (73) (30) ( 40) (37) (57) (30) (27) (33) (37) (20) 
行 4 8 8 4 P 7 10 10 B 14 5 4 8 
(27) (27) (13) (30) (24) (33) (33) (27) (47) ( 10) (13) (27) 
5 日 2 
。 2 3 2 2 2 2 2 3 2 
(口〉 (7) (:J) ( 7) (10) (7) (7) (7) (7) (7) (1日〉 (7) 
1 4 1 4 5 1 2 5 1 2 
。 5 
(13) (3) (13) (10) (3) (3) (7) (10) (3) (7) 〔口) (10) 
正 2 
8 11 ι 10 s 2 1 7 7 T日 7 8 
(27) (37) (20) (33) (27) (7) (37) (24) (24) (33) (24) (27) 
3 
11 10 13 11 12 19 11 13 16 8 
(37) (33) (43) (37) (40) (63) (37) (43) (53) (3.') I (33) (27) 
常
d で， ι 7 4 6 4 4 7 12 ? 4 
( 1日) (20) (24) ( 13) (20) (20) I (17) (1.3 ) (13) (24) ( 40) (30) 
4 2 日 2 3 1 1312 1 2 5 
(13) ( 7) (0) ! (7) (10) (3) I (10) I (7) (3) (3) (7) 
表 5
)内付総数。て対す'"'百分比数字は笑数， ( ※ 
性格特性の消極面κbける事例の祭台につhて非行群，正常群を比較すると表るのと会bでるる。???
非行群? ? ?? ? ?
? ? ? ? ? ?
? ?































5 )をもってあてた。 ζの結果，非行群r.;はD(抑うつ性小). N (神経質でない)・ G(非活動的)
. s (社会的内向〉の特怯そもった事例が多ぐるつまっている。 しかし，正常若手も同程度であるととが
ク'ラフから読みとれるので 1とれらの特性κついては，非行詳の鳴徴的な伯裕特 性ー として読め







家庭状況がよ 〈な(，知能程度の低1.nA群(非行群)・ a群(正常群)(1[フいて示すと〈表 7) 
性格特性の消極而・にbける事例の集り(A ， a群〉表 7






























• D (抑うつ性小〕・ s(社会的内向〉 の持性を もっ事例が 40%与はに達している。実際倍々の事例
をみても ，態度K落ちつきを欠き，意欲 もなぐ，動作は鈍(，ぎとちが左い。ちょとちょとして放しよ




体性を失った協調というととがうかがわれる。 a群(正常群〕では Ag(攻銭的でない )の特性をもっ
事例が他の特性よりも多(， A群κ〈らべて非常κ差のあるととから， a群の特徴と考えられる。 I
(劣等感小)の特性についてもやは!J，同様に特徴といえる。









































? ? ?? ?
?
8群ではD(抑うつ性小). N (村径買でない)の特性をもっ事例が多ぐ ，Ag(攻撃的でない)を
もっ事例は全〈認められiiln。また b群で/r;I:，どの特性の事例でも非行群の事例よ bも多 <，と(VC:D 



















































性格特性C積極面とは 12の特性について ，各特性の標準点4+ 5の事例(但しT'A'S陀必いて
は 1十 2)をもってあてた。との結呆 ，非行群は全般的vc積彊面の特性をもっ事例が正常群よりも多く
と(itL:R(ゐんき〉・ T(思考的外向〕の事例は50%上入上であ t，Ag(攻撃的)・ o0 c協調均〉
• S (社会的外向〉に関しでも 40%以上の多きを示している。 両若手の差の大きいものは R，・Agであ
って， 非行若手に多h。ナ左わち非行生徒は衝動的・攻毒事的であるととで ，事例によってもじゅうぶんう
左づける。をf是正常群では 1(劣等感大〉が非行群VC(らべて多〈なって辛子 t ，ナで(ζ明らかκなった
性格特性の消怪面にま，~I，nてもやピ !J 1 (劣等感小)が多かったとと と関連して，一見疑問をいだかせる
が，表 5を見ると標準点3Vt:該当する事例が非行群に極めて多〈集っているととによるのである。






























A群では 1(劣等感大〉の事例ヵ:少衣ぐ， R (のんき ). A g (攻撃的 〕・T(思考的外向)・S





































まず， 1 (劣等感大)を除いて他のいずれの場合でも非行群が多h。とぐにR'l'.Nは 70%，0 




対して敵意をもち，疑い深<，反社会的 ，攻撃的である。古た ，外向的であT，街動的 ，無反省的，回
帰性傾向が大き<，神経質であると とが事例をと志、 して具体的K知b得たのでるる。
非行生徒の性格の特徴を観察によっては短し，とれまでテス トKよって明らかにされた性格特性を一
層具体的K理解t.，また ，テス トでは明らかvcできなかった性格の特徴を検討する。観察は教師・親 ・
児童香員(民生委員)によってなされ ，指導要録・観察記録 ・観察報告等を整理し ，性格の特徴を知D
ζζでは共伽ヲκ理解するために ，家庭状況がよ〈なぐ知能程度の低い生徒で非行化し
た者と， ・臨盈の家庭状況で知能程度の高い生徒で非行化した者の場合κついて検討するととにした。
(1) 家庭状況がよ〈な〈知能程度の低h生徒で非行化した事例(事例数 20 ) 




























































・街動的 ・回帰性傾向 ・神経質b よび思考が不活発なとと ，支配性の大きいとと左ど，個々の事例の中
で具体的Kは鑓できる。 しかし， ζれらの性格特性以タもに非行生徒の特徴として，明朗で気もちがよい


























たT(思考的内向). A (支配的でな1/>)を性格の特徴とするな らば，非行生徒の性格特性として， さ

























も非行に陥らない場合がある。実際本調査の対象となったO生徒(中学 5年生男)は知能偏差値 71 ， 
学業成績上 ，1)-.:学校では児童会長をつとめ中学校でも学級安.J.":l.長であって，指導力・企画力など優れた
性格の特徴をもっている生徒であったが，非行グノレ フー・の リーダーとな って約20万円相当の空巣・万
引をやT，犯行の計溺 ，笑地・処置等警察でさえも篤嘆したほどであった。 1首滋カ ・企画力が学級活動
や生徒会活動にうま〈活かされていたときは ，彼は信望の厚い児童会長であb学級委員長であった。逆





















敢室町消掠 積拒 厳格 期待 干 渉 不 安 溺愛 官従 矛盾 不一致
危 非行
? 8 ? 5 6 3 7 5 ι 1 1 
( 3 6 ) (32) (36) (20) (24) ( 1 2) (28) (20) ( 2 4) (44) 
険 正常 ι 2 3 6 4 8 
(24) ( 8) (4) ( 4 ) 。 D ( 1 2) ( 24) ( 15) ( 31) 
t挙 非行 8 6 3 3 4 7 4 5 5 
q 
危 ( 32 ) (24) ( 12) ( 1 2 ) ( 15) (28) ( 1 5) (20) ( 2 0) ( 36) 
険 正常 2 ? 5 4 7 6 4 4 11 
( 8 ) 。( 34) ( 1 2 ) ( 1 5 ) ( 2 7) (2n ( 1 5) ( 1 5) (42) 
普 非行 8 1 1 1 3 1 7 1 5 15 14 15 1 2 5 
(32) ( 44) ( 52) ( 68) ( 60) ( 60) (56) ( 6 0) ( 48) ( 12) 
通 正常 18 24 1 6 22 22 
19 1 7 1 6 18 7 
(69) ( 92) ( 61 ) (84)，(84) (73) ( 65) ( 6 1 ) ( 69) (28) 
数字は実数 ，( )内は百分比
小数第一位で四捨五入
注 .・標本数・…・・非行群 2 5事例
正常群 2 6事例
1. 危険な父子関係


























拒否的態度 ・矛盾・ 不一致的殿度はいずれも 5日%以下であみ。 E常群との比較で非行群の特徴だと判
月IJできる類型は積極的拒否(非行群 44%:正常群 92 %)・ 消極的拒否(非行群 32%:正常群69 
%)である。
次』て基礎集団であるA • a . B . bの各群について比較・検討する。
家庭状況がよ 〈な<，知能程度が低い生徒の場合
危険念父子関係につhてA群 (非行群)・a群 (正常群)を比較 したものを表Wの 3i'C示した。
???
子どもからみた父親の態度(A . a ) 表Wの5
で./~へX/)V~












子どもからみた父親の態度(A . a ) 
<都島の関係>
表Wの4
一一一- A若干〔 非行群 )


































子関係が多いのである。消極的拒否 ・厳格 ・不一致の類型は 40%以上の高率でるる。非行群・正常群
の速いは，厳格 -干渉・積僅的拒否・期待 ・消主主的拒否・溺愛・不一致でかなDの差をもって非行群に




普通の父子関係VてついてA群 .a群を比較すると (表IVの 4)，盲従のほかはどの類型もa群K多〈
集っている。と〈 陀積極的拒否の類型で好ま しh態度をもっ父親は a群の 9 4% も;j;，~ t ，非行群は 4日






ー b群 (正常群 J













































































































取立て消拒 積拒 厳格 期待 干渉 不安 溺愛 盲従 矛活 不一致 |
危 非行 10 
も 7 6 ? 5 1 1 4 4 1 7 
( 37) (22) (26) (22) (33) ( 1 9 ) ( 4 1) ( 1 5) (_ 1 ~) ( 63) 
険 正 常
6 3 5 1 4 1 B 6 3 14 
( 2日) ( 1 0 ) ( 1 7 ) (3) ( 1 3 ) (ヨ) (27) (20) ( 1 0 ) (52) I 
準非行 9 ? 8 4 5 1 0 5 6 1 0 6 I 
危 ー←ー
(33) (33) ( 30) ( 15) ( 19) (37) ( 1 9) ( 2 2 ) ( 37) (22) 
険正常 10 1 0 4 7 5 7 6 6 8 
5 
( 33) (33) ( 1 3 ) (23) ( 1 0 ) (23) (20) (20) (27) ( 1 9) I 
普 非行 8 12 1 2 17 13 1 2 1 1 1 7 1 3 4 
(30) (44) (44) ( 63) ( 48) ( 4 4 ) (41) ( 63) ( 48) (15) 
|通 |正常
14 1 7 21 22 23 22 1 6 18 19 8 
(47)!(57) ( 70) (73) (77 ) ( 73) ( 53) ( 60) (63) ( 30) 
表Wの 7
数字は実数，( )内は百分比，小数第一位で四捨五入








































ている。不一致・ 消儀的拒否の類型は 50%以下であるが ，他の類型は事例の半数以上，とぐκ厳格 ・
期待 ・干渉・不安などKついては 70%与し主の好ま しい母子関係を示している3
次I'LA.a・8・bの各群κついて比較 ・検討する。
家庭状況がよ〈なぐ ，知能程度の低h生徒の場合
まず，危険な母子関係につhて表fVv9で示し， A群(非行群〉・a群 (正常群)陀ついて比較 ・検
???
討する。





































7 0 ~- -・・ー '.. 
50 









教 (@659C@4 5%)・消極的拒否 (41% :15%)・毅持(23%:0%)・干渉(29%: 
5%)でかなbの差をもって非行鮮に多い。父子関係で明らかVζなった顕著な特徴である厳絡 ・積極的
拒否 ・干渉と 〈らべて ，父親は同じ拒否的態度であっても体罰・威郷 ・過酷な要求念どの態度であるの
κ対して ，母親は無視 ・不信用 ・放任などの態度である。また ，支百四句態度でも父親は厳格 ・がんと・
命令 ・禁止で子どもを監督している態度に対し，母親叫腕裂であって， もつばら母親の要求する方向
や'71<準へ従わせようとする餓皮である。




危険な母子関係κついて表Wの 11で示し， B群〈非行若手). b群 (正常群〉κついて比較・検討す
る。
-2 5-








































し;かも，正常君れま溺愛 ・盲従 ・不一る。普通の母子関係では両群とも事例数が多い。 t表IVの 12 ) 
ととで危険な母子関係・普通の母子関係について，とれまで比較 ・検討した結果を要約すると ，
消極的拒否 ・期待・干渉 ・不安 ・溺愛の各類型で危険な母子関係にあるものが多h。
厳格・期待・ 干渉 ・不安の各類型で好ましい母子関係。てるるものが多い。




















から手ぞきらせるため ，母親は住所を移した。なお ，不安 =心配をいだいている母親は
Aの外出を気にし，瓜巴へいくにも付添った。Aはヨ年の秋から家出令数回室ねるよう













• Dは小学校時代は JJX;k~がよかったが，中学 1 年生の T 学期はよくなく， 2学期にTJ;ると
反抗的と々った。母親は担任から注窓をうけると異状なほどDを責めたてた。期待に反
















(1 ) 家庭状況がよくな(，知能程度が低い非行生徒の場合(事例数 20 ) 
ζとでいう家庭状況がよぐなhとは ，<3)貧困のため生活保護法の適用をうけているか，または，それ

















'1.!(・b ，けるの体罰を{半う… …・・……・…………………...・H ・.………...・H ・20%
-食事を与え;iかった!:J，テレピを見せなかったりするなど子どものもっている特権をうばっ
て与えなh。母親K多いやb方である。 ……………….  • ~ ・ -…一……・…・ 6% 




































は申告~ 3年 ， 暴刀行為 ・ 豊臣出 ~行主主う )
ィ父蓮昌は自分の考えを強要するととがしばしばである。 子どもは父親との祭触をさけ，食事の
時でも父親がいなくなってから食皐についたり， 或は自分の部屋でひとりでとっそり食べてい
る。 (父は大学泌 ，子どもは申学五年，ro3盗・家出を行なう 〉
./iX摘もよく ，佐賀もよい妹が交通事故で急死した。両親のなげき方は大きく ，以来たびたび
「あんとE良い子が死んで ，お前のようなものが差是った・jと。その後子どもは非行グループに
入 って数多くの非行場行なう。 (父は回中本 ， 子どもは中学 5 年 ， 窃~)
② 子どものしつけについて


























































































、苦手¥事説盟¥副 消拒 積抱ー 厳格 期待 干渉 不安 溺 3芝 盲従 矛盾 不一致
非 父 2 1 1 7 22 日 13 4 1 7 B ? 22 
母 20 ? 1 7 12 1 7 4 2 1 1 3 9 38 
行 計 41 26 39 20 3日 8 38 21 18 60 
正 父 8 8 。 。 。 。 4 8 8 日
母 。 。 4 日 。 。 8 8 日 8 
常 計 8 8 4 。 。 。 12 16 8 8 
(標準点)
表V-l' 岨(攻撃的)と危険な親子関係 (A.a-B-b群)
(活型 消短 積拒 厳格 期待 干渉 不安 溺愛 盲従 矛盾 不一致
A 16 8 17 8 8 4 8 8 4 8 
父
a 8 4 4 4 4 。 4 E 8 
B 5 9 5 。 5 。 P 。 5 4 
b 日 4 4 日 。 。 。 。 日 4 
A 16 4 12 1 2 8 4 1 2 。 4 24 
a 。
母
。 4 。 。 。 8 8 。 。
B 4 5 5 。 ? 。 ? 1 3 5 1 4 







ると，父子関係では不一致 ・厳格・消極的矩否などの類型で ，また ，母子関係では不一致 ・溺愛 ・消健
的拒否などの類型で ，いずれも高い標準点を示している。すなわち，そのよう念類型に攻撃的な性絡を
もっ生徒が多くいるのである。父子関係と母子関係の標準点の差から各々の特徴がうかがわれるのであ
















除七 消拒 積拒 厳格 期待 干 渉 不安 溺愛 盲従
非 ~ 25 8 24 1 2 21 4 25 B 13 26 
母 20 8 21 20 37 1 6 29 1 7 4 38 
行 計 45 1 6 45 32 58 20 54 25 27 64 
正 父 4 5 。 。 。 。 。 。 。 5 
母 。 。 。 。 。 。 5 5 。 日




》呈?消搭 積拒 厳格 期待 干 渉 不安 溺愛 盲従 矛盾 不一致
A 1 6 8 1 2 8 1 6 4 16 8 8 12 
a 4 日 。 。 。 。 。 。 。 。
父
B P 1 3 14 4 5 コ 9 日 5 1 4 
b 日 5 。 。 。 。 。 D 日 5 
A 12 8 8 12 24 8 12 4 4 24 
a 。 。 。 。 。 。 5 5 。 。
母 。1 15B 8 8 13 8 1 7 1 3 。 1 4 









時 厳格 期待 干 渉 不安 溺愛 盲従 矛盾 不一数
手1三 ~ 1 7 21 21 4 1 7 4 1 7 8 8 22 
母 1 7 1 7 17 ? 1 3 。 1 3 ? 9 26 
行 言十 34 38 38 13 30 4 30 17 1 7 48 
正 父 ? ? 5 5 5 。 5 1 0 1日 1 0 
母 4 。 5 。 。 。 5 5 4 30 
常 言十 13 ? 10 5 5 。 10 15 1 4 40 
(標準点)
表v-3' C (回帰性傾向)と危険な親子関係 (A.a.B.b群〉
!ネ号ご 消拒 積拒 厳格 期待 干渉 不安 矛盾 不一致
A 1 3 1 3 1 7 4 13 4 13 8 4 ? 
a ? 5 5 5 5 。 5 1 0 10 10 
父
B 4 8 4 。 4 。 4 日 4 13 
b 。 4 。 。 。 。 。 。 。 。
A 13 12 1 3 ? 9 。 ? 。 4 1 7 
a 4 。 5 。 。 。 。 。 4 26 
母
B 4 5 4 。 4 。 4 ? 5 ? 


















l潟、消拒 積拒 厳格 期待 干渉 不安 溺愛 盲従 矛盾 不一致
非 父 17 2 1 22 ? 1 7 P 1 7 13 1 3 26 
母 25 18 22 1 7 1 7 4 1 6 1 3 1 4 38 
行 言十 42 39 44 26 34 1 3 33 26 27 64 
一
正 父 P 5 。 。 。 。 5 ? ? 。
母 4 。 5 。 。 。 4 4 4 1 3 
P吊叫 計 13 5 5 。 日 。 ? 1 3 1 3 13 
(標準点〕
表Vーが N (将経質)と危険な親子関係(A.a.B.b群)
I~: 消拒 積拒 厳格 期 待 干渉 不安 溺愛 盲従 矛盾 不一致
A 13 13 18 ? 1 3 ? 13 13 ? 1 3 
父
a ? 5 5 5 5 。 5 ? ? 9 
B 4 8 4 。 4 。 4 。 4 5 
b 。 。 。 。 。 。 。 。 。 日
A 1 7 9 1 3 13 ? 。 8 ? ? 21 
a 4 。 5 。
母
。 。 4 4 4 1 3 
B 8 ? 9 4 B 4 8 4 5 1 7 





































































(1) 問題生徒 A男 1 5才・中学5年生 知能偏差値 5 0 
小学校 5年生の頃から同じ寮内に居住する不良の子どもと親しくなり，しばしば金品を持ち出しては



















※行動および位絡の記録 評定 C ※ 評定 B 










係診断テスト第二部による )0 反応した頃自の中で N 
・者喜ち草葺丞な く体を動かしているといわれる o 0 
(落ち着きなし) Co 
・私は ，とても気が散り Jやす い 。 (注意散漫) Ag 
-私は， 友だちといつもうまくいかないが，と G 
うしたらよいかわからない。 (対人的不適む) R 
などについては， Y-Gテス ト結果による性裕特注 T 
や教師や親などの観察結果ぞうらづけるものとみな A 
してもよい。 s
2 φ 4 5 
2 φ 4 5 
2 /金) 4 5 
② / 3 4 5 
ふ 5 4 5 
1 2 
、5『~-じ④ 5 
1 2 ⑤/ 4 5 
1 2 ふ 4 5 
1 2 5 卜@ 5 
4 3 ~ 














現 在約 1日日世帯が入居して いる。約8蜜
f間 だけである。光線・換気など不良。
b .家接関係
幼児期から小学校，中学校へと家庭環境が ※兄たちは それぞれ独立し役栴・谷も-bてドる 。
表 Z 重量盟星構成
続柄 年令 健否 学歴 E瞳 要
父 58 イ鐙 小卒 土建業
母 53 ff E A男 の非行以後家庭に入る
姉 21 n 中卒 j苫員




幼 見 期 学 校 呼3 学 校
• Aの生前，外地から弓I揚げて -共稼 ぎで手どもの監管はじゅ -母は外へ飽きに出るととをやめ
現住所‘こ居住。 うぶんでなかったと思 う。 て ，家庭で子どもの しつけを行









































'J、 宅F 佼 中 学 校 本人の怠向
イ学業r&-k'，貨の総書平 2 イ学業成績の総評 4 -いままでは遊ぶ乙とがおもしろ
ロ学習細度 ロ自主的学習態度で ，向よのー 沖〉っfこ。
• x主欲r.tく常にきょろき よろ 途をたどっている。 -今はよい聡に就くには良い成績
している。 ( 1年) ハ小学校時代友だちだった木良 ぞとらね1;(r.cらないと思って勉
-注恕散漫で私絡が多い の子どもから離れ ，クラスの 強している。
(五年) Eと徒と交わっている。
-真剣味ぞ欠く ( 5年) ニ下夜しでも遊はず.疎主主盛へ











































を与えてhるのである。非行少年の貌はユーモラ スに乏しいといわれ ている。 とれは第二部の研究I'Ll;> 







(1 )問題 生 徒 B男 14才 中学 2年生 知能偏差値 4 2 
Bはどもりで気が短かく，他人に対してしばしば乱暴し，他人からきらわれていた。小学筏5年生の
頃から怠け休みが目立つようになり ，はとのととから不良の友だちに近づき，やがて不良グループの成




































コ矢田部・.::j!}レフォ ド性裕倹査 (Y-Gテス ト〉
の結果について
類型 ・性格型 A'型(準平均型)












矢国部 2 ギルフォド性格検査プロフィ ーJレ"
D 
C 
1 2 φ 4 5 
1 2 ⑤1 ト、4 5 
1 2 5 4 ~ 
1 2 3 .__@/ 5 
1 2 @二 4 5 
1 2 5 ，↓二@ 5 
1 僅と 5 4 5 
1 2 卜φ 4 5 
1 2 dλ 4 5 
5 4 5 戸@
5 @に←~ 3 2 1 































































干渉 (5Pt)，消極的拒否(45Pt) 表 2 親チ関係診断テスト
厳格 (30Pt)，不安(35P t)1 一一一父親










































て きたが， と とではどのような指導がなされてきたか明らかκし， 考察するととにした。
① 母親のしつけ方が変わって きた。










































(1 )問題生徒 c男 1 5才 中学5年生 知能偏差値 4 9 
小学校5年生頃から怠け出し，学業成績は急に落ちる。 6年生の時，近所のj主から多額の品物を単主

































1 2 @ 4 5 
2 ③ 4 5 
1 2 5 ~ 5 
@/ 1 2 4 5 
1 2 <h 4 5 
7 2 5 ト三@ 5 
2 ③ぐ 4 5 
1 2 5 卜@ 5 
2 3 /@ 5 
5 4 @/ 2 
5 @丈 5 2 1 















$.就の 参所凶加のと l要独立求の 経済的 霊会的 恐怖及 罪ぞさ 社会的欲求 安徴定求の 飽の び侵害 求ける欲 見解の 段階
認1 求 誼虫 求 ~さけ 苦虫 求 合計
る徴求 +0-L A B I 1 B S F G 、'N
曹且 重呈 L A 8 I E S F G 、IV + H 1 5 5 2 1 2 1 2 
学校 (a) (b) (i) (e) 下I (f) ls) 3 (w) 
Seh 5 1 8 
一
Itf 会 1 a b z e s f E w 
So 1 1 4 5 5 T 1 1 6 + 
合 計
T 5 2 7 6 5 5 ι 1 36 
段 階
+0ー 。 一 + + 。 + 一 。
本人¢浦湖主
1民 位 8 4 7 1 2 6 4 2 8 
奇亭3苓記5





と ， 主観的に友人がそう思 っている場合とがあるが ，どちらも指導上t:l:g~嬰する。
経 済的安定の欲求でC印 4きつけて反応した項目は， r私 は ，父母がしっかり した滋主義についてお
ればよいと思う Jr私は，家の人が貧乏のために苦勿 しなければよいと思うJr.t:どが問題となり，
独立の欲求では 「私 のおとないについて，家の人 か らあれとれと，いわれないようになりたいと思





母 39 鎚 |小事
島首 19 1 中Z存
兄 18 1 
兄 16 lI__j中原












幼 児期一 小学校 一 巾乍佼へと家庭環脱がどのように変わってきたかぞ明らかにするため ，その皇室
点 のみを次章受に示した。
ーー
幼 !尼 耳目 小 学佼時 代 中学校時 代
-父制のJ酉舌LI 反道徳行為で家庭 1 0才の日寺町制は縦婚し， 母 -母は外へ帥さに出ているので，
内に不和。 線は 4人の子ど もの餐育にさ雪 姉 をfiJ:代りにGの監怪に当たら




4人となる。 -生活保護ぞうける。 - 母の滋思でをと活保護~返ょする











親子関係診 断 ア スト
拒rツ〈尺/〉ヤγ
~I ( ~.t~芯三~ )国々へく~乙主ノツゆz
① 学綬王製境=地主主環境について 盲従 溺2定
指導要録の記載事現 ，学習伏況の観察をまとめてみると
づ、 学 校 中 雪と 校 本 人 の窓向
-学業成績は各教科の評点 5 -各教科の評点 2 -勉強がおもしろくない。
-若草ら若きな く常にきよろさよ -学習意欲は全般に低調，注意 すぐあきる。









上 記をを とめて非行化の要因として考 えられるもむをあげてみる と
O幼少の時期にかける家庭の破たん。(両親の家出，擬舗前後の不安定乏状態)。
































⑤ 本人の態度が明る <，素直で ，人によ〈左つくから誰からでも気やすくされる。人の忠告や注意
もよ〈守るのである。非行のなぐなった要因でもあろう。しかし， rとの子はたわいの~V>人間だ。



























は極めて連平停芯~I識が強1.1"> ， かえってとち らが各個事散をうけるとともあるので ， 指導Uて当たっては組
識には組級とh う態度で当たるべきと考える。
2. クラブ活動で善導し更生させた事例
(1 ) 問題生徒 D男 1 5才 中学5年生 知能偏差値 5 5 
小学校の頃から財独蕊たは数人とともに ，盗み令行なってきたが， rlB和37年 7月 15臼午後3時頃
同級の非行グループの〆ンパ-3人に誘われて ，住居!付近の食料品后で万引したのぞ皮切りに ，翌年 2
月頃まで数人(;f''!triliはその都Iを変わっている)で， 万弓1;または留守がちの住宅に入り2E禦を行ない，現




いもの ，中流家庭のものが多く， グループの一員を通して成人 ・高校主主 aエttで椛戚されている非行集
団にも巡なっていた。








中学筏 苫鰐 '服装 '1湿度がみだれていふ。よくない友だちと行劫を共にする。 (1.$) 














2 3 I必 5 
2 窃/¥ 4 5 
2 5 三@ 5 
2 /③/ 4 5 
②〈、『、5 4 5 
2 3 じ迎 5 
T 2 寺γ 4 5 
2 φ 4 5 
2 ③ 4 I 5 
5 @T-J3 ! 2 I 1 








成就の 所望書属と 独立の 経 済的 承社会的 恐怖及 Z匡をさ 社見解会的の欲求 1mの 欲求 欲安定求の 認の び侵害 ける欲 段階欲求 欲求 をさ求け 求 欲求 合計る欲 +0-工 A B I E S F G もV
語ミ a L A B I B S F G 、有f 。
H 2 4 内 2 ? 
学 SG 6 h
(1 J (.a) (b) (i.) (e) (5) 121 2 (g) (w) 十5 2 4 1 2 1 4 
主士 コ品ヨ A a b z 。 E 、v
一So 1 5 4 I 3 1 13 
d回0.. E T 4 3 2 11 5 5 5 。3 o 
段 I程 。十 0- 一 一 + 十 + 一
升u 、fNA立主
順芹学五勾Z位D 
B 5 6 7 T 2 2 2 ヲ
欲求順si 2 3 ! 6 日 5 1 ? 
(注) 欲求傾向の問題点
1 特定の欲求が異常に5郎、場合。たとえば成熟の欲求とか ，愛情の欲求が異常に強い場合。






















経済的なζ とがらについての欲求でめる。 社会的承認の畝求では，自分の正しいζ とを認めてもらい
たいという笠き万についてである。 次に独立 ・成就の徴求が弱いことは逆にいうとらば， める程度満






父(3 5 )不 在中，母 ( 33)内職しているが妓近外へつとめに出たい希望あり，弟妹五人
父母は者年で結婚し(2 0才， 18才 ) ，翌年本人は誕注する。

































。学業成明 各教科の評価は 3，体育 4 ，学年の後最歪テスト























































































































• 1臼 1回(放課後〉話会hをもち ，前日の家庭生活の綴子や学校生活について反省をき (0
・校内外で生徒を見かけたら，すく話しかける。
・合言葉をつ 〈った 1)，約束をきめたDする。










































































































































「人間の科学J( 3 8年 10月 ) 誠信書房
「子どものための教育相談J(39) 新潟県立教育研究所
「青少年の不良化防止に関する基礎的研究J(58) 大関荷県教育研究所
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